
高病原性鳥インフルエンザが国内で発生しました
侵入防止対策のさらなる強化をお願いします
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11月25日に佐賀県鹿島市の養鶏場で今シーズン初の高病原性鳥イン
フルエンザの疑似患畜が確認されました。
その後も12月3日までに茨城県、埼玉県及び鹿児島県でも疑似患畜が

確認されています。

また、野鳥においても12月6日までに１都1道11県の発生が確認され
ています。さらに、12月1日に熊本県内で回収された野鳥で、A型鳥イ
ンフルエンザの陽性反応が確認されました。
現在、全国的に鳥インフルエンザウイルスの侵入の危険性が極めて高

い状態にあると考えられます。本県では11月28日に県内家きん飼養施
設への消毒命令が発出されました。
家きん飼養者におかれましては、特に以下の点に御留意いただき飼養

衛生管理基準を遵守する等、最大限の本病侵入防止対策の徹底をお願い
します。

都道府県 市町村 用途 疑似患畜確定日

１例目 佐賀県 鹿島市 採卵鶏 令和5年11月25日

２例目 茨城県 笠間市 採卵鶏 令和5年11月26日

３例目 埼玉県 毛呂山町 採卵鶏 令和5年11月27日

４例目 鹿児島県 出水市 採卵鶏 令和5年11月28日

（１）衛生管理区域に立ち入る者の手指消毒等
（２）衛生管理区域専用の衣服及び靴の設置並びに使用
（３）衛生管理区域に立ち入る車両消毒等
（４）家きん舎に立ち入る者の手指消毒等
（５）家きん舎ごとの専用の靴の設置及び使用
（６）野生動物侵入防止のためのネット等の設置、点検

及び修繕
（７）ねずみ及び害虫の駆除
（８）異常家きん発見時の早期通報の徹底

私たちを
鳥インフルエンザから
お守りください！！



近隣諸国における悪性伝染病発生情報

韓国や台湾など近隣諸国では依然として悪性家畜伝染病が発生しています。地域
全体で衛生水準を上げる事が重要です。
防災情報や家畜伝染病発生情報を配信しています。

下記アドレスもしくは右のQRコードより、登録用ホームページへ！
https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/4/56061.html

毎月20日はくまもと家畜防疫の日

熊本型放牧畜産事業の退牧式が行われました

11月30日に狩尾・跡ヶ瀬牧野で、熊本型放牧畜産事業の退牧式が行
われました。本年度は本事業を利用して、両牧野で22戸372頭の牛が
放牧されました。

本事業は熊本県畜産農業同組合が主体となり、牧野組合、熊本県畜産
農業協同組合連合会、阿蘇地域振興局及び家保との連携の下、牛舎で飼
育されている阿蘇地域外の妊娠繁殖牛を分娩前まで阿蘇の牧野に預託す
る事業です。

退牧式の様子

阿蘇家保では、預託牛飼養農場
の管轄である中央家保や城北家保
と共に、放牧期間中計6回の臨床
検査及び計514頭の血液検査を行
い、当日中に結果に基づく指導を
行い、ピロプラズマ症等伝染性疾
病による損耗防止に対策面からの
支援を行いました。

今後も阿蘇の景観保全及び肉用
牛の生産コスト及び労力削減のた
め、放牧を推進してまいります。

病名 型 発生地（国） 畜種 発生年月日

令和5年（2023年）12月1日現在

ランピースキン病 韓国
韓牛（82件）
肉牛（2件）
乳牛（23件）

10月

口蹄疫 ネパール 不明（15件） 令和5年A,O型

アフリカ豚熱 韓国 野生いのしし（94件） 11月

高病原性
鳥インフルエンザ

（HPAI）
H5N1

カンボジア
ロシア
韓国

野鳥
家きん
野鳥

10月8日
10月19日
11月30日


